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               審   査   の   要   旨 
 
最新の先行研究では、1952年から60数年間にわたって利用してきた理論モデルに幾つかの欠陥
があり、この旧理論モデルに基づいた透明度の推定アルゴリズムからの推定値は実測値との乖離
が生じていると指摘した。この問題を解決するために、新たな水中放射伝達モデルが提唱された。
本論文はこの新理論モデルに基づいた研究である。特に、本論文で提案されてる透明度推定アル
ゴリズムは、現地データによる再キャリブレーション不要の半理論方式を採用しているため、異
なる生物光学特性を持つ様々な水域に適用できると考えられる。この研究によって得られた結果
は、水質管理のための有用な情報を政策立案者や環境管理者に提供することが期待されている。 
令和２年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
